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＜非違行為防止研修を行いました＞ 
教職員の非違行為は学校の信頼を失うばかりではなく、子ども

たちを悲しませ、心に傷を負わせてしまうものです。丸子北中学

校から絶対に非違行為が出ないように、また、非違行為防止への

意識が薄れてしまわないように、私たちは定期的に非違行為防止

研修を行っていく予定です。４月の研修では、３月に発生してし

まった県内の実際の事例を扱い、発生の要因や発生を防ぐために

できることなどを考え、意見を共有しました。時間は短かったで

すが、職員一人一人の自分の考えや気持ちをシートに書き表す表

情や同僚の意見をうなずきながら聞く姿から、事例を他人事でな

く自分事として捉えていることが分かりました。私は、非違行為

への危機意識を持ち続けていくためには、自分の一日の生活を

日々振り返る必要があると考えています。そこで、研修の中で、

振り返りの項目を提案し、職員室の出入り口に掲示することとし

ました。職員一同、教職員の非違行為根絶を願いながら、日々の

生活を振り返っていきたいと思います。私たち職員の子どもたち

との関わり方、指導の仕方など、何か気になられることがありましたら、遠慮なくご連絡ください。 

＜清掃の取組から ～「全力清掃」身支度・無言・気働き～＞ 
私は本校に着任してまだ日が浅いのですが、北中生のよさをいくつも発見

しています。その一つは、「清掃の取組がよい」ことです。時間があるときに

は、各清掃分担場所での取組状況を見て回っていますが、どの場所でも、子

どもたちは無言で時間一杯取り組んでいます。どの場所でも子どもたちの

「北中静掃」の姿が見られ、とても感心しています。時間一杯の「北中静清」

がきちんと浸透しているのかどうかを確認するために、私は故意に黙々と取

り組んでいる３年生の何人かに「きれいにしてくれてありがとう」「丁寧に掃

除してくれているね」などと、声掛けをしてみました。全員が声を出さずに

体で反応してくれたことに驚くと同時に、余計なことをしなければよかった

という後悔の気持ちが沸き起こってきてしまいました。（声掛けしてしまった

皆さん、申し訳ありませんでした。）この素晴らしい姿は、一人一人が清掃の

価値や大切さをしっかりと理解できているからこそと、私は信じています。

清掃が必要な場所は学校だけではありません。自宅での生活でも必要です。

自分が使っている場所や物を整えたりきれいにしたりする習慣を失わない

ためにも、保護者の皆様にはご家庭でもお子さんが進んで清掃（掃除）をし

ていくようにご指導いただければありがたいと思います。「清掃（掃除）がし

っかりとできる人に悪い人はいない」ということをよく聞きますが、私はその通りだと思っています。 
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